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当法人の概要

3

平成3年設立

令和6年現在 15事業所を福島市南部地域で展開 



１.働きやすい職場づくりについて

（１）幅広い年齢層の活用（東日本大震災からの学び）

①地域の人への研修会の開催

②サロンの３６５日オープン

③料理教室、オレンジカフェなどの開催

（２）業務改善委員会の発足

①業務改善新聞の発行（毎月発行・現在第77号）

②全職員のアンケート調査

③調査結果をオープン化

④法人としてできるものから改善 4



（３）業務の効率化と生産性の向上

①モデル事業への参加

②業務の見直し

③ICT・介護ロボットの活用と全事業所への横展開

（４）年2回 全職員への面接（2段階）

①管理者の面接

②施設長・事務局長の面接
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Q1あなたは当法人の職員であることを、どの程度誇りに感じますか？
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Q2 総合的に見て、現在の仕事内容にどのくらい満足していますか？
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２.アンケート調査内容（業務改善委員会より）



Q3総合的に見て、あなたが現在受け取っている給料にどのくらい満足していますか？
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Q4 年次有給休暇の現在の取得状況にどのくらい満足していますか？
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３.ICTの活用

（１）業務の見直し、生産性の向上

（２）職員のニーズの把握と改善

（３）介護ロボットの積極的導入

（見守りセンサー、眠りスキャン等）
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４.取り組んだこと

（１）生産性の向上

特別養護老人ホームロング・ライフ

2019年 介護施設等における生産性向上に資する

パイロット事業（モデル事業）

タブレットを導入し記録作業の効率化を図る

↓

グループホーム フクチャンち

2020年 タブレットを導入し記録作業の効率化

→週休3日制の開始

その後全事業所にタブレット導入
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グループホーム フクチャンち
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全事業所へICT・業務効率化展開

（効果を見ながら全事業所へ導入）

（１）タブレット導入（全事業所 居宅・デイ・GH・特養・包括）

（２）リモートワークシステム導入 現在も実施

（３）訪問系サービスに「スマケアシステム」導入

（４）特養に「眠りスキャン」導入

（５）グループホームの週休3日制導入



５.取り組みにより得られた成果

（１）業務の効率化により有効時間の捻出

（２）捻出時間の活用

①各人のモチベーションアップへ

②ケアの質の向上

③有給休暇の取得率アップ
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６. 具体的成果

（１）全職員を対象に基本給の一律10,000円アップを実現

（＝平均ベースアップ率5.38％）

（２）職員の休日取得日数は120日を確保（※全国平均109.2日）

（３）有給休暇取得日数は1人当たり2.6日増加

（平成２９年度 ６．１日→令和４年度 ８．７日）

（４）週休３日制への取り組み
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７.取り組む上で大切にしている事

（１）介護職員の働きやすい職場作りを念頭に置き、

解決するための話し合い。

↓

働き甲斐のある職場、法人間の連携。

（２）年2回の賞与支給時には全職員との面談を実施

具体的、個人的事情も把握

↓

各事業所の運営に生かす
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８．取組を通じた職員の姿勢の変化

（１）アンケートにも表れていますが、働きやすい職場環境

が実現されることで職員に余裕が生まれ、

より広い視野を持つことができるようになった。

（２）小さな成功体験を積み重ねながら実施することで、

モチベーションを保ちながら業務を進めることができ

る、と職員自身が気づくことができた。
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９.取り組みを継続するためのポイント
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職員の

支持

利用者と

家族の支持

地域の

支持 3つの支持



１０．取組を地域に普及するための
取り組み

（１）無料の初任者研修を福島市内で10年以上実施。

認知症の啓発活動を地域向けに展開

（２）「あなたの力を地域のために」

10年以上市内2カ所で介護保険の基本的理解、認知症の理解

という内容で継続して実施→シニア世代の活用

（３）SOSネットワーク 地域づくりと認知症への理解と支援

（４）サロンの実施 オレンジカフェや料理教室など

（５）地域で健康教室 ロングな介護、いきいきももりん体操の展開
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１１.地域との連携
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ロングな介護
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料理教室

オレンジカフェ

認知症SOS
ネットワーク模擬訓練
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（１）３つの支持を前提 地域の拠点となること

（２）ニーズにこたえる多様なサービスの提供

（３）点→線→面への展開 地域の人とかかわりをもつ

（４）次世代人材育成 階層別研修の実施

①新人～2年位

②2年～5年

③リーダー、管理者

イ.事業所の役割、組織のありよう

ロ.人材育成

ハ.今後の介護業界の動向を見る目

１２.むすび
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